
発芽不良？ 対策は？

要因は？ 対策の
資材は？



発
芽
不
良
の
発
生
が
多
い
鹿
児
島
県
で
は
、

発
生
が
見
ら
れ
な
い
茨
城
県
に
比
べ
て
秋
冬
季
の
気
温
が
高
い
た
め

0
℃
以
下
の
凍
結
温
度
に
耐
え
る
能
力
(耐
凍
性
)が
高
ま
ら
ず
、

凍
害
に
遭
う
こ
と
が
発
芽
不
良
発
生
の
主
な
要
因
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た（
図
1
）。
さ
ら
に
、
秋
冬
季
に
家
畜
ふ
ん
堆
肥
の
施
用
や
施
肥
を
行
う
と
、

樹
体
へ
の
窒
素
の
取
り
込
み
が
進
む
こ
と
に
よ
り
耐
凍
性
が
十
分
に
高
ま
ら
ず
、

発
芽
不
良
の
発
生
が
助
長
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た（
図
2
）。

耐
凍
性
が
低
い
ま
ま

秋
冬
季
の
気
温
が
高
い

凍
害
発
生

発
芽
不
良
の
発
生

（
）

（
）

（
）

図
1
） 
発
芽
不
良
発
生
年
に
お
け
る
日
最
低
気
温
と
耐
凍
性
と
の
関
係

日
最
低
気
温

鹿
児
島
県
の
ナ
シ
の

耐
凍
性

茨
城
県
の
ナ
シ
の

耐
凍
性
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図
2
） 
花
芽
の
窒
素
含
量
と
凍
害
発
生
危
険
温
度
と
の
関
係（
20
12
-2
01
5年
）

縦
軸
、横
軸
と
も
に
、秋
冬
季
に
家
畜
ふ
ん
堆
肥
を
散
布
し
た
区
か
ら

春
季
に
家
畜
ふ
ん
堆
肥
を
散
布
し
た
区
を
減
じ
た
値
を
表
示
。
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凍害発生危険温度の上昇量（℃）

耐凍性

九
州
各
県
に
て

発
芽
不
良
発
生
!

九
州
地
域
を
中
心
に
温
暖
な
ニ
ホ
ン
ナ
シ
産
地
で

最
近
発
生
が
多
発
し
て
い
る
生
理
障
害
で
す
。

極
端
な
暖
冬
と
な
っ
た
2
0
0
9
年
や
2
0
1
0
年
の
春
な
ど
に
西
南
暖
地
を
中
心
と
し
た

ニ
ホ
ン
ナ
シ
の
露
地
栽
培
に
お
い
て
発
芽
不
良
が
発
生
し
ま
し
た
。

主
な
症
状
と
し
て
は
、
長
果
枝（
3
0
cm
以
上
の
結
果
枝
）に
お
い
て
、

発
芽
・
開
花
の
遅
延
や
不
揃
い
、
小
花
数
の
減
少
、

芽
枯
れ
あ
る
い
は
枝
枯
れ
が
認
め
ら
れ
、

さ
ら
に
症
状
が
重
い
場
合
は
枯
死
に
至
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
も
、
ナ
シ
の
栽
培
南
限
地
の
鹿
児
島
県
で
は
、
暖
冬
年
を
中
心
に

ニ
ホ
ン
ナ
シ「
幸
水
」等
の
露
地
栽
培
に
お
い
て
花
芽
の
枯
死
を
中
心
と
し
た

発
芽
不
良
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

発
芽
不
良
の
代
表
的
な
症
状

樹
全
体
の
開
花
の
遅
れ（
枝
先
端
の
み
開
花
し
て
い
る
状
況
）

発
芽
不
良
の
重
症
化
に
よ
り
樹
全
体
が
枯
死

生
育
期
に
お
け
る
枝
枯
れ
症
状

葉
原
基
の
み
生
存

（
花
原
基
は
枯
死
）

芽
全
体
が
枯
死

1
、2
輪
の
み
開
花



今
回
明
ら
か
に
さ
れ
た
発
生
要
因
に
基
づ
き
、
毎
年
の
よ
う
に
発
芽
不
良
が
発
生
し

て
い
る
ナ
シ
園
に
お
い
て
、窒
素
を
含
む
肥
料
や
堆
肥
の
散
布
時
期
を
春
に
す
る
と
、

花
芽
の
耐
凍
性
は
、
秋
や
冬
に
散
布
し
た
樹
の
花
芽
に
比
べ
て
高
く
な
り（
図
3
）、

発
芽
不
良
の
発
生
が
大
幅
に
少
な
く
な
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た（
図
4
）。

な
お
、
5
年
間
継
続
し
て
肥
料
や
堆
肥
の
散
布
時
期
を
春
に
変
更
し
て
も
、
樹
の

生
育
お
よ
び
果
実
品
質
に
違
い
は
生
じ
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
樹
勢
が
弱
い
樹
に
お
い
て
発
芽
不
良
が
重
症
化
し
や
す
い
傾
向
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
樹
勢
回
復
効
果
を
目
的
と
し
た

土
壌
改
良
処
理
に
よ
る
発
芽
不
良
軽
減
効
果
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。と
り
わ
け
、発
芽
不
良
の
発
生
が
多
か
っ
た
20
19
年
春
に
は
、

前
年
の
秋
冬
季
に
窒
素
施
用
を
行
っ
た
区
で
、
1
月
中
下
旬
に
バ
ー
ク
堆
肥
を
用
い
た
土
壌
改
良
処
理
※
を
行
う
こ
と
に
よ
り（
図
5）
、

細
根
の
発
生
が
促
さ
れ（
図
6）
、
発
芽
不
良
の
発
生
が
少
な
く
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た（
図
7）
。
加
え
て
、
土
壌
改
良
資
材
を
利
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
土
壌
へ
の
炭
素
の
蓄
積
が
増
え
、
温
暖
化
対
策
に
な
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
土
壌
改
良
以
外
に
も
、
潅
水

や
排
水
対
策
、
適
正
着
果
量
の
厳
守
等
、
園
地
の
状
況
に
応
じ
た
樹
勢
回
復
策
を
講
じ
る
こ
と
も
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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［
散
布
時
期
の
パ
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ン
］

秋
肥
料
+
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肥
※
慣
行

3
月
に
肥
料
18
kg
、

12
月
に
家
畜
ふ
ん
堆
肥
2
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布
。

9
月
～
1
1
月
に
肥
料
18
kg
、

12
月
に
家
畜
ふ
ん
堆
肥
2
t散
布
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3
月
に
肥
料
18
kg
、

3
月
に
家
畜
ふ
ん
堆
肥
2
t散
布
。
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図
3
） 
窒
素
施
用
時
期
の
違
い
が「
幸
水
」花
芽
の

　
　
  
凍
害
発
生
危
険
温
度
に
及
ぼ
す
影
響（
2
0
1
6
年
）

※
肥
料
は
窒
素
換
算
。肥
料
、家
畜
ふ
ん
堆
肥
と
も
に
1
0
a当
た
り
の
施
用
量
。

図
4
） 
窒
素
施
用
時
期
の
違
い
が「
幸
水
」花
芽
の
枯
死
率
に
及
ぼ
す
影
響（
2
0
1
6
年
）

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
、
秋
冬
季
に
行
う
基
肥
の
窒
素
成
分
の
多
く
は
冬
季
に
溶
出
し
、
翌
春
の
樹
体
の
養
分
吸
収
開
始
以
前
に
流
亡
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
か
ら
、 
堆
肥
も
含
め
、
窒
素
換
算
で
1
0
a
あ
た
り
1
0
kg
程
度
の
施
用
を
春
季
に
行
い
、

樹
体
の
状
況
を
見
な
が
ら
、
適
宜
追
肥
を
行
う
の
が
良
い
か
と
考
え
ま
す
。

本
研
究
で
、「
豊
水
」に
お
い
て
9
月
お
よ
び
翌
年
3
月
に
窒
素
施
用
を
行
っ
た
場
合
、
3
月
の
み
窒
素
施
用
を
行
っ
た
区
に
対
し
、

発
芽
不
良
の
発
生
が
増
加
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
収
穫
後
の
施
肥
に
つ
い
て
も
、
現
在
、
発
芽
不
良
が

発
生
し
て
い
る
地
域
を
中
心
に
再
検
討
が
必
要
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

本
研
究
で
、
冬
季（
1
2
月
）に
牛
ふ
ん
堆
肥
を
施
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
発
芽
不
良
の
発
生
を
助
長
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、窒
素
成
分
の
少
な
い
バ
ー
ク
堆
肥
や
、稲
わ
ら
堆
肥
を
使
用
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。な
お
、バ
ー
ク
堆
肥
や
、

稲
わ
ら
堆
肥
と
記
載
さ
れ
て
い
る
商
品
に
つ
い
て
も
、
原
材
料
に
窒
素
成
分
の
多
い
家
畜
ふ
ん
堆
肥
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、

注
意
が
必
要
で
す
。

図
5
） 
バ
ッ
ク
ホ
ー
に
よ
る
土
壌
改
良
処
理

図
6
） 
土
壌
改
良
処
理
の
有
無
に
よ
る
細
根
発
生
状
況
の
違
い

（
左
図
:無
処
理
区
、右
図
:土
壌
改
良
区
）

※
主
幹
か
ら
1
.2
m
程
度
の
距
離
に
、1
樹
当
た
り
4ヵ
所
に
つ
い
て
放
射
状
に
穴（
幅
3
5
cm
×
5
0
cm
、深
さ
5
0
cm
、約
8
5
L）
を
掘
り
、 

　
2
0
Lの
バ
ー
ク
堆
肥
を
埋
設
し
ま
し
た
。処
理
は
2
0
1
6
年
よ
り
、4
カ
年（
計
1
6
箇
所
処
理
）実
施
し
ま
し
た
。

春
に
施
肥
を
移
行
し
た
場
合
、
ど
の
程
度
の
量
を
窒
素
を
施
用
し
た
ら
良
い
の
か
。

収
穫
後
の
お
礼
肥
は
行
っ
て
も
発
芽
不
良
の
発
生
を
助
長
す
る
こ
と
は
な
い
か
。

土
壌
改
良
処
理
に
用
い
る
資
材
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
良
い
か
。

一
般
的
に
は
生
育
が
停
止
し
た
落
葉
期
以
降（
1
1
月
中
旬
以
降
）の
作
業
が
適
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

土
壌
改
良
処
理
に
処
理
時
期
は
い
つ
が
良
い
か
。 

こ
れ
ま
で
に
、
1
2
0
cm
以
上
の
長
大
な
長
果
枝
で
発
芽
不
良
の
発
生
が
多
い
こ
と
や
、
予
備
枝
の
葉
芽
か
ら
発
生
し
た
長
果
枝
は

主
枝
・
亜
主
枝
の
潜
芽
か
ら
発
生
し
た
長
果
枝
に
比
べ
て
発
芽
不
良
の
発
生
が
少
な
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

長
果
枝
を
結
果
枝
と
し
て
使
用
す
る
場
合
は
、
予
備
枝
由
来
の
枝
を
使
用
す
る
こ
と
で
発
生
を
軽
減
で
き
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
発
芽
不
良
の
発
生
は
長
果
枝
に
着
生
す
る
花
芽
よ
り
も
短
果
枝
に
着
生
す
る
花
芽
で
少
な
い
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
す
。こ
の
こ
と
か
ら
、長
果
枝
主
体
の
剪
定
か
ら
短
果
枝
主
体
の
剪
定
に
切
り
替
え
る
こ
と
も
対
策
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
2
0
1
3
年
に
農
研
機
構
に
お
い
て
品
種
登
録
出
願
公
表
さ
れ
た「
凜
夏
」は
、
発
芽
不
良
の
発
生
が
少
な
い
こ
と
か
ら
暖
地

で
も
安
定
生
産
で
き
る
早
生
品
種
と
し
て
有
望
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
記
載
さ
れ
て
い
る
以
外
に
発
芽
不
良
対
策
は
あ
る
の
か
。

～
発
芽
不
良
を
寄
せ
付
け
な
い
樹
体
管
理
～

こ
ち
ら
の
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
こ
と
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、 
2
0
1
5
年
に
発
行
さ
れ
て
い
る「
ニ
ホ
ン
ナ
シ
に
発
生
す
る
発
芽
不
良
の
発
生
要
因
と
対
策
」を
ご
覧
下
さ
い
。
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図
7
） 
土
壌
改
良
処
理
の
有
無
が「
豊
水
」花
芽
の
枯
死
率
に
及
ぼ
す
影
響（
2
0
1
9
年
）

秋
施
肥
+
春
施
肥

春
施
肥

慣
行（
秋
施
肥
）

9
月
に
肥
料
を
2.
8k
g、

3
月
に
肥
料
を
11
.2
kg
。 

9
月
～
1
1
月
に
肥
料
14
kg
。

3
月
に
肥
料
を
14
kg
。

枯
死
芽
率（
％
）

0
10

20
30

40

無
処
理

土
壌
改
良

※
肥
料
は
窒
素
換
算
し
た
も
の
で
、1
0
a当
た
り
の
施
用
量
。




